
第２章実践事例

1．実践事例を掲載するにあたって

これまで本園は、友達とのかかわりの中で試行錯誤を繰り返し、切瑳琢磨しながらより

よく生きようとする幼児の姿を目指し保育を行ってきた。しかし、平成１７年度以降の研究

から、自分の思いをなかなか表現しようとしなかったり、友達とのいざこざを避けようと

したりする幼児の姿が見られるようになってきた。幼児らがそのような姿から育っていく

には何らかの手立てが必要だと考えるに至った。その手立ての一つとして、幼児らがかか

わらざるを得ない状況をつくる必要があると考え、「わくわくワールド」(年長児宿泊体験)、

「なかよしウイーク」（異年齢児混合グループ活動）を実践してきた。

「わくわくワールド」とは、年長児が公共施設に宿泊体験をする活動である。平成１６年

度版の指導計画にもすでに位置づけられており、１０年以上行ってきた活動である。この間、

身支度や身の回りの物の整理整頓が苦手になってきている幼児が増えてきている、自分の

思いを伝えたり友達の思いを受け入れたりするまでに多くの時間を要する、という幼児の

実態が見えてきた。そこで、６～８人のグループを編成し「わくわくワールドごっこ」と

称して、園内で活動の一部を疑似体験したり、グループ活動を通して友達とのつながりを

感じたりしていくような活動を行ってきている。

「なかよしウイーク」とは、異年齢児混合グループでの活動である。年上児は、年下児

とのかかわりの中で、自分のことをしっかり行い、時には自分の気持ちを抑えながら年下

児とかかわる姿が見られている。この姿も友達とかかわりながら、よりよく生きようとす

る自分づくりの姿であると捉え、この活動に取り組んできた。

「わくわくワールド」と「なかよしウイーク」は、このような経緯で改善しながら行っ

てきた取り組みである。この２つの取り組みの中で、幼児が友達とかかわりながらよりよ

い自分を目指そうとしている姿を事例として収集し、環境の構成や教師の援助を考察しな

がら教師問で共通理解を図ることにした。さらに、これらの活動を指導計画に位置づける

に際して、これらの活動が本園のめざす幼児の自分づくりの姿につながっているのかとい

うことも確かめる必要があると考え、これら２つの取り組みに関する事例のみを収集する
ことにした。
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２わくわくワールド

（１）わくわくワールドについて

わくわくワールドとは、５歳児が７月初めにキゴ山ふれあいの里研修館で行う宿泊体験の

ことである。平成１２年から始まり、今年で１１年目になる。当初は幼児と職員だけで行っ

ていたが、現在は父親にもボランティアとして参加してもらい、お父さん先生として役割の

一つを担ってもらっている。お父さん先生には、自分の子どもがいないグループの担当とな

り、そのグループの幼児達と一緒に活動してもらう。

幼児らはわくわくワールド当日に向けて、さまざまな活動（係決め、係活動の練習、活動

の準備など）を行っている。しかし近年、幼児の育ちの変化と共に、生活活動そのものの未

熟さが目立つようになってきた。そこで、活動の準備だけではなく、普段の園生活と違う生

活の場においての身の回りの始末や身支度なども疑似体験させ、一人一人が自信をもって取

り組むことができるような活動を取り入れてきた。具体的には、「わくわくワールドごっこ」

と称し、わくわくワールド当日に使う大きなリュックで登園し、グループごとに生活するな

ど、当日の生活に近い活動を保育の中に位置づけることにした。また、わくわくワールドの

グループは、幼児らがかかわり合う中で、考えたり、悩んだり、戸惑ったりしながらも、白

分達の力でひとつひとつ乗り越え、育ち合う姿を願い編成している。

①わくわくワールドのねらい

・一人一人の幼児が自分なりの力を発揮しながら、主体的に活動する

・公共の場での集団活動を通して、友達と協力し、活動する楽しさを味わう

・自然とのふれあいを楽しんだり、いのちの大切さに気づいたりする

くわくわくワールドのスローガン＞

・自分のことは自分でする

・自分の考えをもつ

・自分勝手はしない

・困ったことやわからないことがあったら、友達や先生と相談する

②平成22年度の取り組み

くわくわくワールド＞

・日時７月２日（金）～７月３日（士）

･場所金沢市キゴ山ふれあいの里研修館

･参加人数幼児４７名

･お父さんボランティア１６名

1泊２日
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･子どもたちの日程

７月２日（金）

９:００ 幼稚園集合

９:3０バス出発

１０:0０入所のつどい

10:2０活動準備

１０:４０～ 岩魚つか&Z人どり

１２:00～昼食（岩魚とおにぎり）

１４:00～16:3０オリエンテーリング

（グループごとにキゴ山山頂を目指す）

16:30～18:3０自由時間＆入浴

１８:３０～ 夕食

１９:30～20:3０キヤンプフアイヤー

（雨天時：キャンドルサービス）

２０:３０～ 就寝準備

２１:００ 消灯
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＜当日までの活動＞
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日時／活動 活動の様子 環境の構成､教師の援助

６月１４日（月）

グループ発表

顔合わせ

昨年度の活動の様

子を知る

顔合わせ 全体説明

○昨年度の活動の様

子をまとめ、パワー

ポイントを使って

幼児らに説明をし

た

６月１５日（火）

グループ活動

●

●

戸～

グループ表づくり

グループ係決め

.－人一役の係決め

･プラネタリウム見

学（並ぶ、歩く

弁当を食べる）

、

グループでの話し合い

[グループの係］［一人一役の係］

･入所のつどい・キャプテン

･岩魚つかみ・地図

・オリエンテーリング・シーツ
●

●

キャンプファイヤー・掃除

食事．かたづけ

･退所のつどい

○生活は普段通りクラスを中心に行う

○グループの友達とかかわり合う姿を願い、グループで活

動する機会を設ける。その際、それぞれのグループが自

分達の力で活動できるように、場や時間を保障する
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６月２０日（日）

お父さん説明会

●

● 当日の活動の説明

を聞く

自己紹介

･係決め

[お父さんの係］

･お父さんリーダー

･各活動の感想
● キャンプファイヤ

ーの火の神様、聖

火捧持者、誓詞者、

説明会の様子 司会

６月２２日（火） 〆～'

わくわくワールド

ごっ－

■

●

当日、持っていく大

きなリュックに自分

の荷物を入れて登降

園する

グループごとにつく

った自分達の部屋

(保育室やプレイル

－ムにカーペットを

敷き、その周りを椅

子で囲んだ場所）を

拠点にグループごと

に生活する

[主な活動］

①生活活動②キャンパス内ミニオリエンテーリング

･登園後、自分達の部屋で朝

●

の身支度を行う（荷物のか

たづけ、着替え）

グループごとに並び、朝の

集いに参加

･グループごとに牛乳や弁当③係活動の練習

●

●

●

の準備

自分達の部屋のかたづけ

自分の持ち物の把握と整理

整頓

グループごとに整列し、帰

りの集いに参加する④養護教諭から和式トイレの使い方、紙

牛乳タイムの様子

パンツ（就寝時）

についての話な

どを聞く

⑤しおりづくり

自分で色を塗って完

成させる

⑥わくわくワールドに必要なもの（内履き、

外履き、グループカーペットなど）の準備

○グループごとに当日の活動準備を行ったり、生活を疑似体験し

たりする場を設ける

○わくわくワールドの活動を具体的に知らせ、一人一人が自分な

りの見通しや目的をもって参加することができるようにする

○自分達の力で取り組めるように時間と場を保障する


















































































